
 

             

1．令和５年（２０２３年）新年初詣のことなど 

副会長 玉垣 喜三      

今年の新年初詣は、例年

通りの貴布祢神社初詣の

ほかに尼崎城下にある桜

井神社へも参拝すること

を役員会で決定し、去る１

月６日 (金 )計画通り実施

されました。 

 貴布祢神社では、江田宮司

様の年頭挨拶を拝聴した後、

神殿前広場にて参加者全員

の記念写真(別添)を撮り解散し、その

後個々に桜井神社へ移動。夫々参拝し

た後に桜井神社の近藤宮司様より神

社の由来などの説明を受けた。桜井神

社は、言うまでもなく桜井松平家の歴

代尼崎藩主を祀る神社であり、江戸期

尼崎城とは極めて深い関係にある神

社である。近年尼崎城再建により益々

その関係は深化している。神社境内の

写真は、近藤宮司様の神殿説明のスナップ写真（別添）である。                 

２社お詣りした後、有志により近くの城内高校南東角地にある｢青山幸利公の顕彰碑｣を 

見学した。本顕彰碑は、当協会創立80周年にかけての検討課題であり、戸田公→青山公→  

桜井松平公と引継がれた尼崎藩の歴史への研究課題でもある。 

 

 ２、令和 5 年１月以後の行事   

  （１）初詣 令和 5 年 1 月 6 日（金）午前 9 時 30 分から 11 時解散 

     場所 貴布禰神社,櫻井神社 

    毎年初詣三社参りのバス旅行を計画しておりましたが、コロナ禍で三社参りは断

念し、尼崎総氏神 貴布禰神社と櫻井神社に参拝しました。  

     参加者は、集合写真のとおり 

  

（２）契沖顕彰短歌大会について 

令和 5 年 2 月 11 日（土）１３時から第２０回契沖顕彰短歌大会が、園田学園女

子大学４号館５階大講義室に於きまして３年ぶりに開催された。ロナ感染防止の

ためやむなく中止になりました。本年は、小学生 10033 名、中学生 2,448 名、高

校生 799 名、一般 78 名そして新規に大学生が 86 名全体で 13,732 首の応募があり

ました。その中から下記の通り、3 名の方が尼崎文化協会会長賞を受賞されました

のでお知らせいたします。 

（一般の部）愛知県岡崎市 鈴木 洋子 

        今朝もまた産土神にお詣りの赤い外車の女性に出会う 

(生徒の部) 尼崎市立尼崎高等学校 １年 岡本 美詞 

        体育を頑張った後の授業はそこらじゅうから寝息が聞こえる  

(児童の部) 尼崎市立難波小学校 ４年 芝﨑 茉央 

        夏休み紙にうもれて見えなくてすぐに忘れる一行日記 

 

（３）尼崎薪能 

  令和５年９月２９日（金）尼崎城 広場にて開催予定 

  ３、今後の事業予定    

     ⓵監査会   4 月上旬  

     ②役員会   4 月 26 日 10 時尼崎商工会議所 4 階 401 号室 

     ③総会     5 月 19 日（金）10 時より尼崎商工会議所 7 階 702 号室 
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